
ＪＡ水戸の事業エリアは？
県内には17のＪＡがあります。それぞれのエリアで
独自経営を行い、各ＪＡに代表である組合長が
います。



1

営農販売部 経済部 総務管理部 金融部 共済部 監査部

・旅行事業

○支店(管内１１支店)
・信用事業
・共済事業

JA水戸 本店

営農・経済部門の事業所 信用・共済部門の事業所

○営農・購買センター(管内９事業所)
・販売事業
・購買事業 (肥料・農薬・食品等)
・指導事業
・利用事業
・加工事業
○直売所(管内８店舗)
・農産物販売 (販売事業)
○農機センター(管内４事業所)
・購買事業 (農業機械等)

○ハウジングセンター(管内1事業所)
・資産管理事業

ＪＡ水戸



2

組合員の農畜産物を有利に販売し、農業所得に貢献

組合員が生産した農畜産物をJAが集荷して販売することを販売事業と呼んで

います。組合員が作ったものをどう有利に販売するかは、組合員の所得を高

めることになるため、JAの最も重要な事業です。

ＪＡ水戸

販売事業



3

農業経営の改善、営農技術の向上など、組合員の
営農支援

農業経営の技術・経営指導、農畜産物市場の情報提供、新しい作物や技術

の導入等、組合員の営農支援のための活動を行っております。

ＪＡ水戸

指導事業



組合員に「より安く・安全で・よい品物」を提供

JAの購買事業とは、JAが組合員に肥料、農機具、飼料等の生産資材や生活

資材をできるだけ安く、良質なものを安定的に供給しようとするものです。

ＪＡ水戸

購買事業

4



「信用事業」

銀行と同種の業務を信用事業といい、信用事業の総称
を「JAバンク」と呼びます

JA水戸では、地域経済に貢献できる地域密着型の金融機関として、貯金キャン

ペーンの実施、貸出では農業に係る一時的に必要な出費をサポートしています。

ＪＡ水戸

信用事業

5



6

「共済事業」
 JAが行う共済事業は民間の保険にあたる共済を提供
する事業です。

JA共済は民間の保険と違い、組合員をはじめとした特定多数を対象にし

ており、生命と損害の両分野の保障を提供しており、組合員・利用者の生

活設計に応じた保障ラインアップを備えています。

ＪＡ水戸

共済事業



7

食料・農業への関心が高まるなか、行政、学校、地域社会
との連携により、「食と農の体験」の場の提供、学校給食
への地場産農産物の供給拡大、地産地消運動の充実な
どを内容とする「ＪＡ食農教育」に取組んでいます。

ＪＡ水戸

くらしの活動

すいたんすいこう



8

県内JAで最大、全国でもトップクラスの規模となる当JAの太陽光発
電事業は、17ヵ所に太陽光システムを設置し、発電容量1650.44キ
ロワットの電力を供給しています。

ＪＡ水戸

環境保全への取組

内原播田実発電所の通電式
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GI（地理的表示保護制度）の登録
GIとは、地域で長年生まれた特別な生産方法によって高い品
質や評価を獲得している農林水産物・食品の名称を品質の基
準とともに国に登録し、知的財産として保護するものです。

柔甘（やわらか）ねぎがGI登録されました！

ＪＡ水戸


